















































状』（法務研究報告書第 43集第 3号）（3）によれば，最初日本に在留した朝鮮人は 1883年（明治 16年）
の 16人であり，明治末の 1911年末でも 2,527人にすぎなかったという。同書記載の「朝鮮人の内地渡
航・帰還・年末人口」を西暦表記など一部改めて転記すると下表のとおりである。
〔表〕 朝鮮人の渡日・帰還・年末人口







1917 14,012 3,927 14,502
1918 17,910 9,305 22,411
1919 20,968 12,739 26,605
1920 27,497 20,947 30,189
1921 38,118 25,536 38,651
1922 70,462 46,326 59,722
1923 97,395 89,745 80,415
1924 122,215 75,430 118,152
1925 131,273 122,471 129,870
1926 91,092 83,709 143,798
1927 138,016 93,991 165,286
1928 166,286 117,522 238,102
1929 153,570 98,275 275,206
1930 127,776 141,860 298,091
1931 140,179 107,420 311,247
1932 149,597 103,452 390,543
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1933 198,637 113,218 456,217
1934 175,301 117,665 537,695
1935 112,141 105,946 625,678
1936 115,866 113,162 690,501
1937 118,912 115,586 735,689
1938 161,222 140,789 799,878
1939 316,424 195,430 961,591
1940 385,822 256,037 1,190,444
1941 368,416 289,838 1,469,230
1942 381,673 268,672 1,625,054
1943 401,059 272,770 1,882,456
1944 403,737 249,888 1,936,843
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しかし 1930年代になるとその比率は 50％以下に低下し，同時に 4歳以下の乳幼児が 10％以上を占める
ようになる。男女の比率でいうと 1940年の時点で 20歳台―40歳台では，男性が女性の 2倍程度の人口
数であり，青壮年層男子単身労働者が多かったという。定住者・非定住者の区別でいうと，定住者の形
成は 1920年代から 1930年代前半にかけて進み，1935年には，定住者が全国および主要府県で 7割程
度を占めるまでになる。ちなみに，日本本土で生まれた者を 2世というなら，1925年では 2世は在日
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1931年 3月末までの密航発覚者数は 556件 3,839人であったとされ（司法省『思想研究資料』特輯 71号），

















































































































































員は 4.30人であり，世帯主の年齢は 31歳から 35歳までが 25.79％，26歳から 30歳までが 22.77％を
占めている。済州島を含む全羅道もしくは慶尚道出身者が大半で，所帯主の 89.51％が配偶者をもって
いるが，朝鮮の風習によってか，年少の者に配偶者のある割合が高く，20歳以下の者は約 4割，21歳
から 25歳までの者は 8割 2分までが配偶者をもっていた。配偶者の 99.20％は同じ朝鮮人であったとい
う。渡日の理由は農業の不振が最も多く，生活難のため，金儲けの目的が多い。渡日時の所持金は旅費
以外はほとんどなく，大阪での職業は，坑夫，人夫，職工が大半で，自営業者および学生が少しいた。



























































































































































































































































































































それに対し，GHQは 1946年 2月 17日，日本政府に「朝鮮人，中国人，琉球人および台湾人に関する
覚書」を発し，帰還希望者を市区町村に登録させる措置をとる。日本政府は在日朝鮮人の実態を掌握，
管理するまたとない機会ととらえて広報に努めるが，その結果は，朝鮮人の登録総数は 647,006人，そ



























































































































































から続々と到着し，その受付人員は 5月 316名，6月 356名，7月 6名，合計 687名に達したという。
送還船新興丸は，6月 26日出港に決定し，6月 24日既到着者 650名中送還適格者 612名（429世帯）
を改めて平寮に移し，乗船準備を完了した。荷物は一人当たり 500ポンドの他に連合国の許可を得て軽
機械類・職業的家財等，4,000ポンドの持ち帰りを認められていたのでその数量は日本人引揚者に比し
て著しく多かったという。荷物は税関検査をへて 6月 23日に新興丸に登載された。また検疫所は 6月
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